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●中川町人事行政の運営等の状況を公表します
●町長交際費の支出内訳（下半期：10月1日～3月31日）を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公表します
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職員には、その仕事と責任に応じて給与を支給します。
町職員の給与は、国や地方自治体職員、民間企業の給与を踏まえて町議会で審議され、条例で定めら
れています。このようにして定められた町の給与制度は、国の基準に準じたものになっています。
町条例に基づいて町職員の給与などを公表します。

中川町人事行政の
運営等の状況を公表します。
中川町人事行政の
運営等の状況を公表します。

1. 職員の任免および職員数に関する状況

（1）職員の採用および退職に関する状況

（2）部門別職員数の状況
（各年4月1日現在）

単位：人

単位：人

区　　　分 職　員　数 対前年
増減数部　　　門

合　　　計

小　　計

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木

2
15
2
8
5
5
2
5

2
15
2
9
4
4
2
5

0
0
0
1

△ 1
△ 1
0
0

44 43 △ 1
14 10 △ 4
14 10 △ 4
1
1
2

1
1
4

0
0
2

4 6 2
62 59 △ 3

水 　 道
下 水 道
そ の 他

行
政

特
別

教育部門
小　　計

小　　計

一　

般　

行　

政

企
業
会
計

平成19年 平成20年

一　般　職

平成18年度末
職 員 数

技能労務職
合　計

60
2
62

採用者数区　分 退職者数

0
0
0

2
1
3

平成19年度末
職 員 数

58
1
59

（3）特記事項
　  平成17年度、平成18年度及び19年度に、定期
　  昇給後、給料月額3％削減

（各年4月1日現在）
（4）ラスパイレス指数の状況

H15

H20
H15 H20H15

105
100

95.4 95.7
95
90
85
80

94.9

中川町 類似団体平均 全国町村平均

H20

（注）
 1 ．ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とし
　た場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。
 2 ．類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団
　体のラスパイレス指数を単純平均したものである。
 3 ．中川町と同じ類型（Ⅰ－ 0 ）の類似団体は、北海道に51団
　体、上川支庁管内に 7 団体ある。

（5）職員の平均年齢・平均給料月額及び
　  平均給与月額の状況 （平成20年4月1日現在）

343,432円
359,100円

372,010円
394,306円

区　　分
一般行政職
技能労務職

平均給料月額 平均給与月額
44.4歳
59.5歳

平均年齢

（注）
１．「平均給料月額」とは、平成20年４月１日現在における各職種ごとの
　職員の基本給の平均である。
２．「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手
　当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したも
　のであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているもので
　ある。

2. 職員の給与の状況（平成19年度の普通会計決算）

（1）人件費の状況（平成19年度の普通会計決算）

住民基本台帳
人口

（平成19年度末）

1,936人
千円 千円 千円

3,007,821 3,529 475,900 15.4％15.8％

歳出額

（A）

実　質

収　支

人件費

（B）

人件費
率

（B／A）

（参考）
平成18年度
人件費
率

千円
235,798

千円
35,236

千円
86,010

千円
357,044

千円
6,052

（2）職員給与費の状況（平成19年度の普通会計決算）

職員数
（A） 給　料 期末・　

勤勉手当職員手当 計
（B）

一人当り
給 与 費
（B／A）

給　　与　　費

59人
（注） 1 ．職員手当には退職手当を含まない。
　　　 2 ．職員数は、平成19年４月１日現在の人数である。

（6）職員の初任給の状況 （平成20年4月1日現在）

134,300円
121,200円

172,200円
140,100円

172,200円
140,100円一般行政職

技能労務職

大　　卒
高　　卒
高　　卒
中　　卒

中 川 町 国

－
－

区　　　　分

（7）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
（平成20年4月1日現在）

370,700円
320,200円

330,500円
290,400円

292,500円
223,900円

区　　分

大卒
高卒

一　般
行政職

経験年数
　10年以上
　15年未満

経験年数
　15年以上
　20年未満

経験年数
　20年以上
　25年未満

95.6 94.293.4 94.293.4
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（10）職員の手当の状況
期 末 手 当 ・ 勤 勉 手 当

区　分

中川町

中　川　町

〔支給率〕
　　　　　　　自 己 都 合　　勧奨・定年
　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

〔平成19年度支給割合〕

〔加算措置の状況〕

職制上の段階、職務の級等
による加算措置
　　　　　　　　　　なし

〔加算措置の状況〕
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
　役 職 加 算　５～20％
　管理職加算　10～25％

期末手当
3.0月分

（1.6月分）

勤勉手当
1.50月分

（0.75月分）

〔平成19年度支給割合〕
期末手当
3.0月分

（1.6月分）

勤勉手当
1.50月分

（0.75月分）

23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

〔支給率〕
　　　　　　　自 己 都 合　　勧奨・定年
　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

国

退 　 職 　 手 　 当
（平成20年4月1日現在）

0％
7.5％
10.5％
16.4％
34.3％
14.9％
14.9％
1.5％

0％
8.9％
31.3％
33.3％
13.3％
13.3％

0％
8.3％
31.3％
29.2％
16.7％
14.5％

0人
4人
15人
14人
8人
7人

1級
2級
3級
4級
5級
6級
7級
8級

主事補・技師補
主事・技師
主任
主査
室長
課長

標準的な職務内容 構成比
構成比

１年前５年前
職員数

－
－

－
－

－
－

区分

（8）一般行政職の級別職員数の状況
（平成20年4月1日現在）

（9）昇級期間短縮の状況 （平成20年4月1日現在）

（注）
１．中川町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

国

18,875円
5.6％
6

蜂の駆除業務

5,897,000円
137,000円
3,467,000円
71,000円

特
殊
勤
務
手
当

支給職員１人当たり平均支給年額（平成19年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成19年度）
手当の種類（手当数）
代表的な手当の名称

支給実績
職員１人当たり平均支給年額

平成19年度
決　　算

平成18年度
決　　算

時 間 外
勤務手当 支給実績

職員１人当たり平均支給年額

（平成20年4月1日現在）

扶養親族が居る職員に支給
配偶者：13,000円
その他1人につき：6,500円
（16～22歳までの子は5,000
円加算）

貸家などを借受けている職
員の場合
12,000円を超える家賃を支払
う職員に支給（上限27,000円）
住宅を所有する職員の場合
8,000円支給

国の制度
持家の場合
は新築購入後
５年に限り
2,500円

通勤のため交通機関などを
利用する職員に支給
交通機関利用者　運賃など
相当額（上限55,000円）
自動車などの使用者
距離に応じ2,000～24,500円

その他の
手　　当

扶養手当

住居手当

通勤手当

同

一部異

同

内容及び支給単価（月額）国の制度との異同
国の制度と
異なる内容

（平成20年4月1日現在）

（11）特別職の報酬などの状況（平成20年4月1日現在）

540,000円（602,000円）
522,000円（522,000円）

225,000円
167,000円
140,000円

町　長
副町長
議　長
副議長
議　員
町　長
副町長
議　長
副議長
議　員

給　　料

報　　酬

期末手当

区　　分 給料月額など

（平成20年度支給割合）
3.00月分

（平成20年度支給割合）
4.45月分

（注）
１．給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
２．退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給
　率に基づき、１期（４年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込
　額である。

3. 勤務時間その他の勤務条件の状況

（平成20年4月1日現在）（1）職員の勤務時間（標準的なもの）

（2）年次有給休暇の取得状況（平成19年1月1日～平成19年12月31日）

１週間の
勤務時間

40時間 8：30 17：30
12：00

13：00
土・日廃止

勤務時間の割り振り
始　業 終　業

総付与日数
1,619日 493日 41人 12.0日

総使用日数 全対象職員数 平均使用日数

休憩時間

〜

休息時間 週休日

4. 職員の分限および懲戒処分の状況

（1）分限処分者数 （平成19年4月1日～平成20年3月31日）

処　分　事　由 降任
0人
0人
0人
0人
0人

0人
0人
0人
0人
0人

0人
0人
0人
0人
0人

0人
0人
0人
0人
0人

勤務実績が良くない場合
心身の故障の場合
職に必要な適格性を欠く場合
職制、定数改廃、予算減少により過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合

免職 休職 計

（2）懲戒処分者数 （平成19年4月1日～平成20年3月31日）

処　分　事　由 減給
0人
0人
0人

戒告
0人
0人
0人

0人
0人
0人

0人
0人
0人

0人
0人
0人

法令に違反した場合
職務上の義務に違反した場合
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合

停職 免職 計

（平成18年度まで「課長・室長・次長・主幹」）

（平成18年度まで「主事・技師」）

（平成18年度まで「係長・主任」）

（平成18年度まで「主査・係長・主任」）

（平成18年度まで「室長・主幹・主査・係長」）

（平成18年度まで「課長」）
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①定員適正化目標
　類似団体別職員数（修正値）を基にした職員数や定員モデル、
今後の行政需要の動向を加味しながら総定数の抑制に努めること
を基本とします。人口減少や少子高齢化対策および税・税外収入
の徴収のさらなる強化を図るなど今後、事務事業の積極的な見直
しを行い、計画期間中（平成17年4月1日～平成22年4月1日）にお
ける目標定員数は64名（平成22年4月1日）とします。

②おもな定員適正化手法の概要
　町長部局や町長部局以外において、その時々の事務量の実態把
握を行い事務・事業の改善、業務委託等の民間活力の活用、事務
の統廃合など機構改革を検討し、最小の職員数で住民福祉の増進
に向けて最大の効果が得られるように適切な職員配置を行ないま
す。具体的には、欠員不補充及び事務事業の簡略化の推進を行い、
定員増加の抑制に努めます。

員適正化計画の基本的考え員適正化計画の基本的考え員適正化計画の基本的考え定

問い合わせ　総務課総務町政室　☎7－2811

7. 公平委員会に係る業務の状況

（1）勤務条件に関する措置の要求の状況
（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

措置要求件数 措置要求の概要
－0 件

（2）不利益処分に関する不服申立の状況
（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

不服申立件数 不服申立の概要
－0 件

平成20年度中の『中川町情報公開条例』『中川町個
人情報保護条例』『選挙人名簿抄本の閲覧に関する
取扱基準』に基づく開示等実施状況を公表します。
◎「中川町情報公開条例」に基づく公文書開示請求件数 → 0 件
◎「中川町個人情報保護条例」に基づく開示請求件数 → 0 件
◎「選挙人名簿抄本の閲覧に関する取扱基準」
　に基づく閲覧件数 → 0 件

接　　遇

会　　費

祝 い 金

寸　　志

協賛金・負担金

見 舞 金

合　　　　　　　　　計

町 長 交 際 費 支 出 項 目

●町長交際費支出内訳　〔上半期＝4月1日～9月30日、下半期＝10月1日～翌年3月31日〕

（問い合わせ先　総務課総務町政室）

1

2

3

4

5

6

11

8

10

7

1

33

70

118,680

51,000

102,720

56,265

30,000

563,500

922,165

（単位：円）

件数 金　額
平成20年度年間合計額

10

13

7

13

1

30

74

193,086

106,000

86,400

101,888

50,000

325,225

862,599

件数 金　額
平成19年度年間合計額

5

7

5

5

1

20

43

62,378

46,000

43,860

46,265

30,000

427,775

656,278

件数 金　額
平成20年度下半期

6

1

5

2

0

13

27

56,302

5,000

58,860

10,000

0

135,725

265,887

件数 金　額
平成20年度上半期

件数 金　額件数 金　額
外部（国・道、関係機関）との公の意見交換又は折衝
などに必要な土産などの購入、情報収集のための懇親
会などを開催する場合とし、社会通念上妥当と認める
範囲の額とする。

　中川町では、「町長交際費の支出に関する取扱い基準」に基づき、町長などが町を代表して、円滑な行政執行を行うため、外
部との交際上必要な経費を、社会通念上妥当な範囲で必要最小限の額を支出することとし、その内容を年２回支出項目、件数、
金額について公表することとしています。公表については、広報なかがわ及びホームページに掲載することとし、公表にあたっ
ては中川町情報公開条例及び個人情報保護条例の規定に基づくものとします。

中川町慶弔規程による（供花・供物も含む）災害などに
係る義援金を支出するときは協議・葬儀における香典
（詳細：中川町慶弔規程による）

懇談会、懇親会、祝賀会など（2万円を限度とする。）

周年、設立記念式、祝賀会慶事など、招待・会費不要
の場合（2万円を限度とする。）

町内協賛行事（1万円を限度とする。）
（補助金・負担金など重複支出無し）　諸議会負担金

総会懇親会、交礼会、基金造成ビールパーティーなど、
招待・会費不要の場合（２万円を限度とする。） 各種全
国大会などに出場する個人又は団体（３万円を限度と
する。）（各課・教育委員会などで対応するものは除く）

5. 職員の研修および勤務成績の評定の状況

6. 職員の福祉および利益の保護の状況

（1）職員研修の状況 （平成19年4月1日～平成20年3月31日）

研修区分

合　　計

受講者数
上川北部8市町村合同
上川支庁管内町村会
市町村職員研修センター（一般研修）
市町村職員研修センター（政策研修）
市町村職員研修センター（専門実務研修）
北海道町村会

法令実務、政策法務、人事評価者育成
法務（基礎）、法務（応用）
指導能力
政策立案
法令実務（基礎）、法令実務（応用）、財務会計事務

5人
3人
1人
1人
4人
0人

14人

研 修 内 容 等

（1）健康診断の状況 （平成19年4月1日～平成20年3月31日）

人　間　ド　ッ　ク
定 期 健 康 診 断

56人
15人

58人
15人

種　　　類 対象者数 受診者数

（2）公務災害補償の状況（平成19年4月1日～平成20年3月31日）

加 入 団 体
地方公務員災害補償基金

災害の概要災害件数
0人

町長交際費の支出内訳を公表します。

5

8

1

8

1

16

39

93,390

68,000

10,000

68,028

50,000

173,725

463,143

平成19年度下半期

5

5

6

5

0

14

35

99,696

38,000

76,400

33,860

0

151,500

399,456

平成19年度上半期
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は
起
業

実
現
計
画
を
実
行
す
る
個
人
、
団

体
及
び
中
小
企
業
者
と
な
り
ま
す

（
起
業
調
査
計
画
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
方
の
み
が
対
象
と
な
り
ま

す
）。

※
起
業
計
画
書
な
ど
か
ら
大
幅
な

　

内
容
変
更
や
、
補
助
申
請
で
偽

　

り
や
不
正
が
認
め
ら
れ
た
場
合

　

や
、
事
業
開
始
か
ら
3
年
以
内

　

に
事
業
を
中
止
や
廃
止
し
た
場

　

合
な
ど
は
、
補
助
金
な
ど
の
返

　

還
を
命
ず
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
経
済
課
産
業
振
興
室　

☎
7
|
2
8
1
6

Ｑ
．
近
所
の
仲
間
た
ち
と
、
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
た
漬

　
　

物
や
ジ
ャ
ム
の
加
工
と
販
売
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

　
　

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
？

Ａ
．
保
健
所
等
の
許
認
可
な
ど
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
食

　
　

品
の
加
工
に
必
要
な
機
械
や
備
品
、
建
物
の
改
修
費

　
　

な
ど
が
助
成
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

　
　

土
地
や
建
物
の
購
入
費
用
は
助
成
対
象
に
は
な
り
ま

　
　

せ
ん
。

Ｑ
．
シ
カ
肉
の
処
理
施
設
を
建
て
て
、
解
体
・
処
理
・
シ

　
　

カ
肉
の
販
売
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
採
算

　
　

が
合
う
の
か
不
安
な
の
で
す
が
？

Ａ
．
起
業
に
向
け
た
計
画
が
あ
る
の
で
し
た
ら
、
先
進
地

　
　

調
査
や
専
門
家
へ
の
相
談
費
用
な
ど
も
補
助
の
対
象

　
　

と
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
お
店
を
開
い
て
、
軌
道
に
乗
っ
て
か
ら
申
請
す
る
こ

　
　

と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
．
事
前
申
請
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
風
邪
な
ど
で
幼
児
セ
ン
タ
ー
や
学
校
を
休
む
子
ど
も

　
　

の
面
倒
を
見
る
仕
事
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
お
店
を

　
　

構
え
な
く
て
も
申
請
で
き
ま
す
か
？

Ａ
．
事
業
の
拠
点
が
町
内
に
あ
れ
ば
、
店
舗
の
有
無
は
関

　
　

係
あ
り
ま
せ
ん
。
自
宅
を
事
務
所
と
す
る
起
業
も
対

　
　

象
に
な
り
ま
す
。

　

中
川
町
で
は
、
町
内
に
事
務
所

や
事
業
所
を
お
い
て
新
規
開
業
す

る
方
、
新
た
な
分
野
の
事
業
に
進

出
す
る
方
に
対
し
、
補
助
や
融
資

の
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
う
「
中
川

町
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
を
平

成
20
年
4
月
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

22
年
度
ま
で
の
3
ヵ
年
の
期
限
付

き
の
支
援
事
業
で
す
。

　

開
業
準
備
に
要
す
る
費
用
を
補

助
す
る
ほ
か
、
「
事
業
の
計
画
は

持
っ
て
い
る
が
、
自
信
が
な
く
て

踏
み
出
せ
ず
に
い
る
。
」
と
い
う

方
に
は
、
調
査
研
究
活
動
を
支
援

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
規
開
業
な
ど
を
考
え
て
い
る

方
は
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
助
成
の
内
容
】

　

⑴
補
助
金
の
交
付

〈
起
業
調
査
計
画
へ
の
補
助
〉

　

調
査
研
究
費
用
の
3
分
の
1
を
、

　

20
万
円
を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

〈
企
業
実
現
計
画
へ
の
補
助
〉

　

開
業
準
備
費
用
の
3
分
の
1
を
、

　

3
0
0
万
円
を
限
度
と
し
て
補

　

助
し
ま
す
。

　

⑵
起
業
化
融
資
資
金
の
あ
っ
せ

　

ん
と
利
子
補
給

　

中
川
町
が
指
定
す
る
金
融
機
関

に
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
融

資
額
は
運
転
資
金
ま
た
は
設
備
資

金
の
使
途
に
計
2
0
0
万
円
以
内
、

利
子
補
給
の
額
は
年
1
．
5
％
以

内
ま
た
は
貸
付
利
子
の
2
分
の
1

の
率
の
低
い
方
に
相
当
す
る
額
と

な
り
ま
す
。

中
川
町

起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　
　
　
　
　
　

の
概
要

お
店
や
事
業
を
始
め
る
方
を
支
援
し
ま
す
！

お
店
や
事
業
を
始
め
る
方
を
支
援
し
ま
す
！

中
川
町
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業



広報なかがわ
2009. 6月号

◆
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す

　

中
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
学

校
と
生
涯
学
習
団
体
が
活
躍
す
る

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
る

子
ど
も
た
ち
の
学
習
を
支
援
す
る

「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
を

平
成
20
年
度
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
、
中
央

小
学
校
、
中
川
中
学
校
、
中
川
商

業
高
等
学
校
で
行
っ
て
い
る
「
中

川
ふ
る
さ
と
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
中
心
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
教
育
施
設

や
町
内
で
活
躍
し
て
い
る
団
体
・

個
人
の
方
々
が
各
学
校
で
講
師
と

な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
「
ふ
る

さ
と
中
川
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
は
、
教
育
実

践
の
ほ
か
に
、
生
涯
学
習
団
体
の

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
中
川
町

独
自
の
制
度
も
次
の
よ
う
に
始
め

て
い
ま
す
。

　

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
の
ロ
ビ
ー
に
、
町
内
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
情
報
や
各
種
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
掲
示
板

を
つ
く
り
ま
し
た
。
少
年
団
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
や
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教

育
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
食
育
に
関
す
る
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
、
「
食
」
を
通
し

た
健
康
な
体
づ
く
り
や
食
の
バ
ラ

ン
ス
な
ど
、
月
が
わ
り
で
い
ろ
い

ろ
な
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
掲
示
板
の
内
容
に
関
す

る
ご
質
問
や
ご
意
見
を
書
い
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
ノ
ー
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
川
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
7
|
2
8
7
7

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

　
掲
示
板
を
つ
く
り
ま
し
た

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
は

町
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
支
援
を
し
て
い
ま
す

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
は

町
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
支
援
を
し
て
い
ま
す

◆
生
涯
学
習
団
体
を
支
援
し
て
い

ま
す

　

町
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯

学
習
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体
が

あ
り
ま
す
。
各
種
団
体
向
け
に
、

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
会
員
以

外
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
発

信
す
る
場
面
を
支
援
す
る
た
め
に

「
中
川
ふ
る
さ
と
学
習
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
生
涯
学
習
団
体
育
成
支
援
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
に
よ
り
ま
す
が
、
企
画
や
立
案

の
相
談
、
広
報
な
か
が
わ
や
町
内

会
自
治
会
回
覧
を
利
用
し
た
お
知

ら
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
発
表
会

や
展
示
会
の
開
催
、
新
規
会
員
募

集
の
た
め
の
講
習
会
や
体
験
会
な

ど
、
宣
伝
が
必
要
な
も
の
に
は
ぴ

っ
た
り
の
事
業
で
す
。
ぜ
ひ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６

◆
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
学
習
の
ス

タ
ー
ト
は
中
央
小
学
校
3
年
生

　

中
央
小
学
校
3
年
生
の
皆
さ
ん

が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、
化
石
レ
プ
リ
カ
づ
く
り
と
博

物
館
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
な
ど
の
化
石
の

型
に
石
こ
う
を
流
し
込
ん
で
化
石

の
レ
プ
リ
カ
を
つ
く
り
、
博
物
館

を
見
学
し
な
が
ら
恐
竜
時
代
の
地

球
の
様
子
や
町
内
で
見
つ
か
る
化

石
の
こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。
展

示
さ
れ
て
い
る
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
な

ど
の
化
石
に
触
っ
た
り
、
恐
竜
発

掘
の
様
子
の
疑
似
体
験
を
通
し
て
、

化
石
や
地
層
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
体
験
し
た
こ
と
や
説

明
を
受
け
た
こ
と
、
質
問
し
た
こ

と
な
ど
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
、

学
習
を
深
め
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
8
|
5
1
3
3



７ 広報なかがわ
2009. 6月号

公民館図書室公民館図書室
の

公公公公公公公公 書室室書書書民館民館館公民公民公公公 室室室公民館図書室室室書書館館館民民民 書室室室室書書書書書公民館公民民民公 図公公民館図書室室民館館館館図図公民館図書室公民館図書室
のの

おすすめおすすめおすすめ

　自ら鍛え上げた当代随一の兜を一刀の
もとに叩き切る刀を鍛える。男は、己を
超えるべく重病の妻を伴い江戸に出た。
伝説の刀鍛治・虎徹の情熱と創意工夫が
蘇る。時代小説に新しい風を吹き込んだ
長編。

「
い
っ
し
ん
虎
徹
」

山
本
兼
一　
著

　大河ドラマ「天地人」の原作者が、原
作では描ききれなかった主人公・直江兼
続と彼をめぐる人々の義と愛の精神を描
いた歴史エッセイ。ドラマを観るにも原
作を読むにも最適な副読本。

　南太平洋の美しい海に囲まれた島国ツ
バル。しかし、地球温暖化などの影響に
よる海面上昇で沈没の可能性がある。子
どもたちが描いた「たいせつなもの」の
絵を通して、ツバルと地球の「今」を考
える。

　こどもは、親や社会の「鏡」。鏡をの
ぞくと見えてくるものは…。「小さな親
切」運動から生まれた本。こどもから大
人への小さなメッセージがこめられてい
ます。

「
こ
ど
も
の
き
も
ち
」

スプリングコンサート
　札響メンバーによる
　　　　　　　弦楽アンサンブル

美深町

と　き　6月21日（日）
　　　　開場：午後1時30分　開演：午後2時
ところ　美深町文化会館COM100
内　容　札幌交響楽団メンバー４名による弦楽アンサンブルで
　　　　す。親しみやすい曲をご用意していますので、ぜひご
　　　　来場ください。
　　　　前売り券【一般】1,200円　【高校生以下】500円
　　　　（当日券は各500円増）
問い合わせ・申し込み先
　美深町文化会館COM100
　電話 01656－2－1744

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
|
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
会
費

　

5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん　

☎
7
―

　

2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

助
手
席
の
子
は
や
わ
ら
か
な
水
平
線
ぼ
ん
や
り
み
て
お
り　

木
蓮
ひ
ら
ひ
ら　
　
　
　
　

五
十
嵐
仁
美

入
苑
者
の
「
ま
た
来
て
ね
」
の
声
を
背
に
歌
ひ
終
り
て
ホ
ー
ム
を
後
に
す　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

蜃
気
楼
の
ゆ
ら
ぐ
サ
ロ
ベ
ツ
大
い
な
る
花
の
器
と
な
る
日
は
近
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

束
の
間
の
命
と
知
る
や
氷
花
冬
の
光
に
凛
と
輝
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

敏
章

呼
び
よ
せ
て
わ
が
お
下
げ
髪
結
い
く
れ
し
あ
り
し
日
の
母
遠
い
思
い
出　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

征
子

使
ふ
で
も
な
く
削
り
た
る
鉛
筆
の
芯
の
尖
り
を
ひ
と
り
愛
で
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

空
想
も
た
の
し
か
ら
ん
や
海
境
を
越
え
ゆ
く
ま
で
の
旅
を
想
え
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

店
頭
に
伊
予
柑
並
び
春
の
顔
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味
く
ち
に
広
が
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

博
子

春
が
来
た　

道
路
の
わ
き
の
雪
消
え
て
黒
き
土
よ
り
若
草
萌
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　
　

昇

〔
俳　

句
〕

か
た
か
ご
の
花
の
ま
わ
り
の
日
和
か
な　

千
葉　

征
子

さ
く
ら
さ
く
ら
米
寿
の
母
の
口
ず
さ
む　

山
下　

博
子

寄
り
道
も
予
定
の
ひ
と
つ
鳥
雲
に　
　
　

古
市　

和
子

天塩川だより
～近隣のまちの情報をお届けします～

（上川北部地区広域市町村圏振興協議会提供）

「
直
江
兼
続
の

　
　
　
　

義
と
愛
」

火
坂
雅
志　
著

「
小
さ
な
親
切
」運
動
本
部　
編

「
地
球
温
暖
化
、

し
ず
み
ゆ
く
楽
園
ツ
バ
ル
」

山
本
敏
晴　
写
真・文

う
な
さ
か



　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
状
態
を

総
合
的
に
判
断
で
き
る
健
診
結
果

は
、
現
在
の
血
管
の
状
態
を
推
測

し
、
動
脈
硬
化
を
予
防
し
て
い
く

た
め
の
有
効
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

中
川
町
の
平
成
20
年
度
の
特
定

健
診
受
診
者
（
受
診
者
数
2
6
3

人
）
で
危
険
因
子
が
3
個
以
上
み

ら
れ
る
方
の
割
合
は
、
3
人
に
1

人
で
し
た
。
高
血
圧
の
危
険
因
子

を
も
つ
方
が
6
2
．
7
％
と
最
も

多
く
、
高
血
圧
と
糖
代
謝
異
常
を

伴
う
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
ま
す

（
下
グ
ラ
フ
）。

　

危
険
因
子
が
多
い
方
に
実
施
し

て
い
る
動
脈
硬
化
予
防
検
診
で
は
、

血
管
が
硬
い
と
診
断
さ
れ
た
方
が

77
％
、
血
管
内
膜
の
膨
ら
み
で
あ

る
プ
ラ
ー
ク
が
約
59
％
の
方
に
見

つ
か
り
、
高
い
割
合
で
動
脈
硬
化

に
よ
る
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

も
し
も
、
危
険
因
子
が
多
く
、

動
脈
硬
化
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て

も
、
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

危
険
因
子
の
数
値
を
改
善
す
る
こ

と
で
、
血
管
へ
の
負
担
は
軽
減
さ

れ
る
た
め
、
プ
ラ
ー
ク
を
小
さ
く

す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

危
険
因
子
の
有
無
を
確
認
し
て
、

生
活
習
慣
の
改
善
で
ひ
と
つ
で
も

危
険
因
子
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

次
号
の
テ
ー
マ
は
「
血
圧
」
で

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室　

保
健
師

　
　
　
　
　
　

☎
7
|
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

　

保
健
だ
よ
り
で
は
、
今
回
か
ら

「
健
診
結
果
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
連
載
し
ま
す
。
健
診
結
果
は
、

体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
検

査
結
果
が
表
す
意
味
や
基
準
値
を

知
り
、
自
分
や
家
族
の
健
康
を
守

る
た
め
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
動
脈
硬
化
」
と
は
、
血
管
壁

の
弾
力
性
が
失
わ
れ
て
、
硬
く
厚

く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
動

脈
硬
化
が
進
む
と
、
最
終
的
に
は

脳

塞
や
心
筋

塞
な
ど
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
危
険

因
子
と
し
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
血
管
を
傷
つ
け
る
尿
酸

も
あ
り
ま
す
が
、
主
に
左
の
か
こ

み
の
中
の
4
つ
の
項
目
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
因
子
は
、
軽
度

の
異
常
で
も
重
な
る
こ
と
で
互
い

に
影
響
し
あ
い
、
動
脈
硬
化
を
よ

り
進
行
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

広報なかがわ
2009. 6月号 ８

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

　

健
診
結
果
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
① 

「
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
」

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

濱田セイ子さん（88歳）
ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの

動脈硬化が進み、血管の中が狭くなった状態動脈硬化が進み、血管の中が狭くなった状態

健診結果をもとに、下の4つの項目で
あてはまるものに□をつけてみましょう
　□　肥満（腹囲、BMI）
　□　高血圧症（収縮期血圧、拡張期血圧）
　□　糖代謝異常（血糖値、HbA1C）
　□　脂質異常症（中性脂肪、HDLコレステロール）

チェックの数が
　0個 　　→　動脈硬化の心配はありません
　1～2個　→　動脈硬化への注意が必要です
　3～4個　→　動脈硬化が進みやすい状態です

町
民
の
健
診
結
果
に
み
る

　

危
険
因
子
の
保
有
状
況

米寿おめでとうございます。

〔危険因子の保有状況グラフ〕

高血圧
危険因子が3つ以上

受診者数
263人



９ 広報なかがわ
2009. 6月号

こんにちは 「まめちょ」です中川町地域子育て支援センター

　気温の上昇とともに一気に咲
き始めた花々。店先に並んだ色
とりどりの花を見るたびに「あ
れも植えようこれも植えよう」
と少し欲張りになってしまいま
す。牧草の緑、山の木々の緑、
道路沿いの緑とタンポポの黄色
など、初夏の訪れを目にすると
気持ちがスーッと楽になってい
きますね。
　「まめちょ」でもお天気の良
い日には外あそびを楽しんでい
ますよ。今月も右のように行事
を予定していますのであそびに
来てくださいね。お待ちしてい
ます。

動
脈
硬
化
を
防
ご
う

　

中
性
脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
分

の
多
い
血
液
は
、
ド
ロ
ド
ロ
状
態
で
動
脈

硬
化
を
進
め
て
し
ま
い
ま
す
。
ド
ロ
ド
ロ

血
液
を
解
消
し
て
、
サ
ラ
サ
ラ
い
き
い
き

血
液
に
復
活
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
食
べ
物

　

「
玉
ね
ぎ
、
ね
ぎ
、
に
ん
に
く
、
ニ
ラ
、

ら
っ
き
ょ
う
」
は
、
切
っ
た
り
す
り
お
ろ

し
た
り
す
る
と
出
る
特
有
の
に
お
い
と
辛

味
成
分
が
血
管
を
広
げ
、
血
液
の
流
れ
を

よ
く
し
ま
す
。

　

「
マ
グ
ロ
、
サ
バ
、
サ
ン
マ
」
な
ど
の

魚
に
含
ま
れ
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ

エ
ン
酸
）
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ
タ
ペ
ン
タ

エ
ン
酸
）
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下

げ
、
血
栓
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

【材料（2人分）】
　玉ねぎ………2個
　塩……………小さじ2
　砂糖…………大さじ3
　サラダ油……3/4カップ
　酢……………3/4カップ
　酒……………1/2カップ
　みりん………1/2カップ
　しょう油……1/2カップ

豆腐、温野菜、おひたしなど、いろいろな料理に合います

【つくり方】
　①ねぎ2個は、薄くスライスし、15分くらいおいておきます
　　（玉ねぎが苦手な方は、すりおろすと食べやすくなります）。
　②熱湯消毒したフタ付きビンに①とその他の材料を入れ、フ
　　タをしてよくかき混ぜます。
　③冷蔵庫で一晩寝かせてできあがりです。
　　※冷蔵庫で1週間くらい保存できます。

血液サラサラレシピ「玉ねぎドレッシング」

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

遊び場開放　　月・火　10：00～12：00　13：00～16：00
　　　　　　　　金 　10：00～12：00
　場　　所　　　児童センター（旧幼稚園）
今月の開放日　　1日・2日・5日・8日・9日（午後）・12日・15日・16日・19日・
　　　　　　　　 22日・23日・26日・29日

＊開放日の日程が変更になる場合がありますがご了承ください。

《６月の活動予定》

中川町地域子育て支援センター「まめちょ」児童センター内（旧幼稚園）
　TEL/FAX  7－2022　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：古川真裕美

ふるかわ ま ゆ み

場　　所

9日（火）
幼児センター

あそびの広場　　10：00～12：00
「親子料理」

あそびの広場　　10：15～12：00
「おにぎり持って森林公園へ」

＊おにぎりと飲み物を持って森林公園へ10：15に集合します。
＊雨天の場合はまめちょで遊びます。

24日（水）
森林公園

内　　　　　　容

10日（水）
児童センター

幼児センター運動会　　9：00～11：30（予定）
見に来てください。 お待ちしています。

21日（日）
トレーニングセンター

あそびの広場　　10：00～11：30
「簡単おもちゃと小物作り」

（1歳半までのお子さんを持つ家庭と妊婦さん対象）
4日（木）
児童センター

幼児センター開放　9：30～11：30
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◆
平
成
21
年
度
年
間
保
険
料
の

計
算
方
法

注）1年間の保険料は
　◆月の途中で加入した場合は、加入月からの月割になります。
　　例）8月15日に加入　➡　1年間の保険料÷12か月×8か月（8月～翌年3月）＝長寿医療制度の保険料
　◆保険料の100円未満の端数は切り捨てます。

◇保険料率は、平成20年度と変わりありません（軽減措置の一部を除きます）。

　前年の収入から必要経費（公的年金などの控除額や給与所得額など）を差し引いた額で、社会保険
料控除、医療費控除、配偶者控除などの「所得控除」を適用する前の額です。
　なお、遺族年金や障害年金は、収入に含みません。

10

者医療制度）のお知らせ者医療制度）のお知らせ者医療制度）のお知らせ
軽減の一部変更などについてお知らせします

均　等　割
【1人当たりの額】
34,959円

＋ ＝
所　得　割

【本人の所得※1に応じた額】
（平成20年中の所得－33万円）×7.81％

1年間の保険料
（限度額50万円）

※1 所得とは

◆
保
険
料
が
減
免
と
な
る
と
き

　

災
害
な
ど
で
重
大
な
被
害
を
受

け
た
と
き
や
そ
の
他
の
特
別
な
事

情
で
、
生
活
が
著
し
く
困
窮
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

方
は
、
保
険
料
が
減
免
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
離
職
に
よ
っ
て
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

た
と
き
な
ど
も
保
険
料
が
減
免
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
い
こ
と
は
中
川
町
役
場
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し

ま
す

　

現
在
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
は
、

平
成
21
年
7
月
31
日
で
有
効
期
限

が
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
8
月

以
降
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

7
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証

（
被
保
険
者
証
）
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
お
手
元
へ
届
き
ま
し
た

ら
、
新
し
い
も
の
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。

◆
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

早
期
発
見
や
予
防
を
図
る
た
め
に

は
、
定
期
的
な
健
康
診
査
が
重
要

で
す
。

　

自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
生
活

習
慣
を
見
直
す
た
め
に
自
覚
症
状

が
な
く
て
も
、
年
1
回
の
健
康
診

査
を
す
す
ん
で
受
け
て
健
康
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
は
、
長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
を

支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。
納

期
限
内
の
お
支
払
い
へ
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



11 広報なかがわ
2009. 6月号

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合〒
0
6
0
|
0
0
6
2　

札
幌
市

中
央
区
南
2
条
西
14
丁
目　

国
保

会
館
6
階

☎
0
1
1
|
2
9
0
|
5
6
0
1

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
|
2
8
1
3

し
あ
わ
せ

長寿医療制度（後期高齢長寿医療制度（後期高齢長寿医療制度（後期高齢
平成21年度の年間保険料の計算方法と

※被用者保険の被扶養者であった方の保険料は、平成20年4月～9月の保険料を半年間凍結し、
　平成20年10月～平成21年3月の半年間は、均等割を9割軽減としていたため、平成20年度と
　平成21年度の保険料額が変わります。

被用者保険の
被扶養者であった
方の保険料

平成20年度保険料

1,700円

　全国健康保険協会管掌健康保険や組合管掌健康保険、共済組合など、いわゆ
るサラリーマンの健康保険のことです。市町村の国民健康保険や国民健康保険
組合は、含まれません。

被用者保険とは

平成21年度保険料

3,400円

※8.5割軽減に該当する方で、世帯の加入者全員が年金収入80万円以下で他の所
　得がない場合は、9割軽減の該当となります。
※今回の変更で、均等割の7割軽減を受けられる方が8.5割軽減となるのは、平
　成21年度の保険料のみです。

例）年金収入168万円の1人世帯の軽減判定の所得の求め方

33万円かつ加入者全員が年金収入80万円以下で他の所得がない

33万円

33万円＋（24万5千円×世帯主以外の加入者数）

33万円＋（35万円×世帯の加入者数）

所得が下の金額以下の世帯
平成20年度の均等割

軽減割合

168万円
（年金収入）

8.5割軽減

8.5割軽減

5割軽減

2割軽減

5,100円

5,100円

17,479円

27,967円

均等割額

平成21年度の均等割

軽減割合

9割軽減

8.5割軽減

5割軽減

2割軽減

3,400円

5,100円

17,479円

27,967円

均等割額

※単身世帯の方は、
　該当しません

加入者と世帯主の軽
減判定の所得の合計
額が33万円以下の方

7割軽減 軽減後保険料
均等割が8.5割
軽減に該当する方

変更前

10,487円

◆
保
険
料
の
軽
減
が
、
一
部
変

わ
り
ま
し
た

　

政
府
は
、
保
険
料
の
軽
減
に
つ

い
て
、
一
部
見
直
し
を
決
め
、
均

等
割
の
「
7
割
軽
減
」
対
象
の
方

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
「
8
．

5
割
軽
減
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
対
象
に
な
る
方
に
は
見

直
し
後
の
保
険
料
額
で
「
保
険
料

額
決
定
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
改
め
て
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
均
等
割
の
軽
減

　

所
得
に
応
じ
て
、
均
等
割
3
4
，

9
5
9
円
が
左
の
よ
う
に
軽
減
と

な
り
ま
す
（
軽
減
は
、
加
入
者
と

世
帯
主
の
所
得
の
合
計
で
判
定
し

ま
す
。
加
入
者
で
は
な
い
世
帯
主

の
所
得
も
判
定
の
対
象
と
な
り
ま

す
。）。

②
所
得
割
の
軽
減

　

加
入
者
個
人
の
所
得
で
判
定
し

ま
す
。
前
年
の
所
得
か
ら
33
万
円

を
引
い
た
額
が
58
万
円
以
下
の
方

は
、
所
得
割
が
5
割
軽
減
と
な
り

ま
す
。

年
金
収
入
が
1
8
0
万
円
の
と
き

の
例

・
軽
減
判
定

　

1
8
0
万
円
|
1
2
0
万
円

　
（
公
的
年
金
な
ど
の
控
除
）|
33

　

万
円
（
基
礎
控
除
）
＝
27
万
円

　

〈
軽
減
に
該
当
〉

・
所
得
割

　

27
万
円
×
7
．
8
1
％
×
5
割

　

＝
1
0
，
5
4
3
円
〈
年
間
保

　

険
料
の
う
ち
所
得
割
額
分
〉

③
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
方
の
保
険
料
の
軽
減

　

長
寿
医
療
制
度
に
加
入
し
た
と

き
に
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
方
は
、
加
入
し
た
と
き
か

ら
2
年
間
、
所
得
割
が
か
か
ら
ず

均
等
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
平
成

21
年
度
は
、
均
等
割
が
9
割
軽
減

さ
れ
、
年
間
の
保
険
料
額
は
3
，

4
0
0
円
で
す
。

＋ － ＝

8.5割軽減 軽減後保険料

変更後

5,100円

120万円
（公的年金等控除額）

15万円
（特別控除額）

33万円
（軽減判定の所得） 8,5割軽減該当

特別控除額 65歳以上の方の公的年金等に係る所得については、さらに15万円を差し引いた額で判定します。



　

事
故
や
急
病
で
、
や
む
を
得
ず
保

険
証
を
持
た
ず
に
受
診
し
医
療
費
を

全
額
自
己
負
担
し
た
と
き
な
ど
に
は
、

「
療
養
費
」
と
し
て
払
い
戻
し
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

下
の
表
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
い

っ
た
ん
医
療
費
な
ど
の
全
額
を
医
療

機
関
に
支
払
っ
た
後
に
、
国
保
に
申

請
す
る
と
、
審
査
で
認
め
ら
れ
た
と

き
に
は
保
険
適
用
分
の
7
割
相
当
額

（
義
務
教
育
就
学
前
は
8
割
、
70
歳

以
上
は
9
割
ま
た
は
7
割
）
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
印
鑑
、
世
帯
主
名
義

の
預
金
通
帳
ま
た
は
口
座
番
号
の
控

え
の
ほ
か
、
表
の
各
項
目
に
応
じ
た

書
類
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

医
療
費
な
ど
を
支
払
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
2
年
を
過
ぎ
る
と
療
養
費
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事故や急病でやむを得ず保険証を持たずに治療を受
けたとき

項　　　　　　　目 申請に必要な書類など

医師が、治療上必要と認めたコルセットなどの補装
具を作ったとき

海外で、病気やけがで医療機関の治療を受けたとき
（治療目的での渡航は対象になりません）

輸血に生血を使ったとき

医師が必要と認めた、はり・灸・マッサージなどの
施術を受けたとき

国保を扱っていない柔道整復師の施術を受けたとき

・領収書
・診療内容の明細書
・医師の証明書（意見書）
・領収書と明細書

・領収書
・診療の内容がわかる明細書

・医師の輸血証明書
・領収書

・施術料金領収明細書
・医師の同意書

・施術料金領収明細書

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
3

受
付
時
間

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
は
午
前
9
時

か
ら
午
後
8
時
ま
で
、
第
2
土
曜
日

は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
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医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き
に

申
請
す
る
と
療
養
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き
に

申
請
す
る
と
療
養
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き
に

申
請
す
る
と
療
養
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

・
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期
間
（
共

　

済
組
合
の
期
間
は
記
載
し
て
い
ま

　

せ
ん
）

・
加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額

　

（
年
金
受
給
者
（
支
給
停
止
の
方

　

も
含
み
ま
す
）
の
方
は
記
載
し
て

　

い
ま
せ
ん
）

・
年
金
加
入
履
歴
（
共
済
組
合
の
期

　

間
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
）

・
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

・
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額

　

な
ど
の
月
別
状
況

ご
自
分
の
年
金
記
録
な
ど
に
つ
い
て

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
金
記
録
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
。
改
め
て
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
問
題
の
解
決
の

た
め
、
新
た
に
、
4
月
か
ら
現
役
加

入
者
の
皆
さ
ま
に
誕
生
月
に
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
金
記
録
を
定
期
的
に
ご
確
認
い

た
だ
け
る
よ
う
、
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
の
現
役
加
入
者
の
方
に
、
平
成

21
年
4
月
か
ら
2
色
の
封
筒
で
お
送

り
し
て
い
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
は
年
金
記

録
に
「
も
れ
」
や
「
誤
り
」
の
あ
る

可
能
性
の
高
い
方
へ
、
水
色
の
封
筒

で
は
そ
れ
以
外
の
方
へ
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に
「
年
金

加
入
記
録
回
答
票
」（
青
色
・
白
色
）

を
同
封
し
て
い
ま
す
。

・
青
色
の
回
答
票
は
、
「
も
れ
」
や

「
誤
り
」
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
必

ず
ご
回
答
く
だ
さ
い
（
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
に
ご
回
答
い
た
だ
い
て
い

な
い
方
や
、
標
準
報
酬
月
額
に
誤
り

の
あ
る
可
能
性
が
あ
る
方
な
ど
に
同

封
し
て
い
ま
す
）。

・
白
色
の
回
答
票
は
、
「
も
れ
」
や

「
誤
り
」
が
あ
る
場
合
の
み
ご
回
答

く
だ
さ
い
。

※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
で
「
も
れ
」

や
「
誤
り
」
の
記
録
訂
正
の
ご
回
答

を
い
た
だ
い
た
方
は
、
改
め
て
ご
回

答
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
記
録
訂
正
の
調
査
結
果
が
お

手
元
に
届
い
て
い
な
い
方
に
は
、
そ

の
記
録
は
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
に

は
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
調
査
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
し
ば
ら
く

お
持
ち
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
|
0
5
8
|
5
5
5

Ｉ
Ｐ
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

☎
0
3
|
6
7
0
0
|
1
1
4
4

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向
け
て

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向
け
て

　
　
　

　
　
　
　

皆
さ
ま
へ
お
願
い
で
す

皆
さ
ま
へ
お
願
い
で
す

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向
け
て

　
　
　
　

皆
さ
ま
へ
お
願
い
で
す

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」と
は

確
認
し
た
後
の
手
続
き
は

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」で

　
　

確
認
で
き
る
こ
と
は

オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
が
届
い
た

方
は
、同
封
の
お
知
ら
せ
も

　
　
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

し
あ
わ
せ
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火災・救急
出動件数

火災出動　　０件
救急出動　　10件

平成21年４月30日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
川
消
防
支
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
6
月
の
第
2
週
を
「
危
険
物
安
全
週
間
」
と

し
、
危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び
啓

発
を
全
国
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
6
月
7
日
か
ら
6
月
13
日
ま
で
の
7
日
間

「
安
全
は　

意
識
と
知
識
と　

心
掛
け
」
を
推
進
標

語
と
し
て
、
広
報
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
災
害
の
な
い
町
づ
く
り
を
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

上
川
北
部
消
防
事
務
組
合
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
地
域
住
民
へ
の
広
報
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

危
険
物
安
全
週
間
が
始
ま
り
ま
す

消
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た

危
険
物
安
全
週
間
が
始
ま
り
ま
す

消
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
―
2
1
1
9
番
ま
で

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄

付・
妻
（
伸
子
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

日
置　

力
雄　

様

・
父
（
三
郎
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
武
美　

様

一
心
苑
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の

方
々
よ
り
「
志
」

　
　
　
　
　
　

吉
江　

幸
雄　

様

　
　
　
　
　
　

誉
婦
人
部　

様

　
　
　
　
　
　

中
川
婦
人
部　

様

　
　
　
　
　
　

石
垣　

弘
子　

様

　
　
　
　
　
　

立
松
美
容
院　

様

　
　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

中
川　

佐
々
木
三
郎　

様
（
89
歳
）

議会・各種委員会
の開催状況

４月17日●農業委員会総会
４月21日●中川町民生委員協議
　　　　　会総会
４月28日●教育委員会議
５月７日●町営牧場運営委員会
５月13日●議会運営委員会
　　　　　第３回臨時町議会
　　　　　議員全員協議会
５月22日●農業委員会総会

検索上川北部消防
事務組合消防本部

http://www.kh119.jp/̃honbu
ホームページアドレス

クリック！

検索方法は
こちら
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・
国
際
化
や
情
報
化
時
代
に
対
応
す
る
研
修

・
そ
の
他
、
人
づ
く
り
の
推
進
に
必
要
な
研

　

修
■
研
修
期
間

　

15
日
以
内
を
原
則
と
し
ま
す

■
応
募
に
当
た
っ
て

　

応
募
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
総
務
課
企
画

　

財
政
室
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室　

☎
7
|
2
8
1
1

　

中
川
町
の
未
来
に
向
け
て
、
個
性
豊
か
で

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

町
民
の
研
修
活
動
を
国
の
内
外
に
展
開
す
る

「
中
川
町
人
づ
く
り
基
金
」
を
設
置
し
、
中

川
町
人
づ
く
り
研
修
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
、

研
修
希
望
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
事
業

・
豊
か
な
人
間
形
成
を
図
る
た
め
の
研
修

・
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
研
修

・
産
業
の
育
成
や
助
長
の
た
め
の
研
修

　

氏　

名　

（
担
当
地
区
）

金
見　

松
藏
（
共
和
・
安
川
）

鳴
海
美
意
子
（
佐
久
）

金
住　

忠
雄
（
誉
・
大
富
）

椿
本　

清
勝
（
国
府
・
歌
内
）

遠
藤　

寿
恵
（
中
央
1
区（
下
））

遠
藤
み
つ
え
（
中
央
1
区（
上
））

　
　

氏　

名　

（
担
当
地
区
）

　

野
村　

和
子
（
中
央
2
区
）

　

𠮷
田
由
美
子
（
中
央
3
区
）

　

一
戸　

孟
男
（
中
央
4
区
）

　

安
西　

克
已
（
中
央
5
区
）

主
任
児
童
委
員

　

川
村　
　

隆　
　

吉
川　

明
美　
　
　

（
敬
称
略
）

工　事　・　業　務　名 入札 落札率契約業者名 工事などの概要 期　　間 備　考

4月の入札・契約結果についてお知らせします4月の入札・契約結果についてお知らせします4月の入札・契約結果についてお知らせします
契約金額予定価格

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2811

緊急雇用創出事業
平成21年度　林地残材利活用事業

森林管理の過程で発生する林地残
材を整理集積、林外に搬出し有効
に利活用する。
なお、林地残材発生森林について
資源調査も合せて実施する。

随意契約
（1社）4／9

4／9

4／14

4／24

4／24

4／24

4／24

4／24

4／24

4／24

4／30

4／30

4／30

4／30

4／30

98.0％

97.9％

98.0％

89.9％

97.9％

96.3％

98.1％

97.6％

97.2％

97.2％

99.4％

99.7％

97.8％

98.5％

98.9％

2,572,500円

2,835,000円

630,000円

1,218,000円

11,340,000円

829,500円

11,970,000円

1,522,500円

2,940,000円

2,898,000円

4,494,000円

3,297,000円

1,260,000円

955,500円

1,659,000円

2,623,950円

2,896,950円

642,600円

1,354,500円

11,581,500円

861,000円

12,201,000円

1,559,250円

3,024,000円

2,982,000円

4,523,400円

3,307,500円

1,288,350円

970,200円

1,676,850円

上川北部
森林組合

ポンピラアクアリズイング改修
その2工事 レストラン改修一式 随意契約

（1社）
高　組・
中川建協JV

基幹水利施設管理事業誉平地区
排水機場管理委託業務

①保守運転（月1回、4月～10月）
②警戒水位監視（4月；30日間、 5月；
　15日間、6月～10月；25日間）
③管理補助作業（夜間24日、休日10
　日）

随意契約
（1社）㈱中川水道

浄化槽事業調査設計委託業務 浄化槽調査設計10基 指名競争入札
（3社）

パブリック
コンサルタント㈱

北団地3号棟外壁張替工事 外壁張替一式 指名競争入札
（5社）㈲大須賀工務店

移住体験住宅簡易水洗便器取付
工事 簡易水洗便器4棟4戸設置 指名競争入札

（5社）天塩川工業㈱

中川・佐久量水器取替工事 着手　平成21年４月28日
竣工　平成21年10月30日

着手　平成21年４月10日
完了　平成21年６月15日

着手　平成21年４月10日
竣工　平成21年６月30日

着手　平成21年４月15日
完了　平成21年12月15日

着手　平成21年４月27日
完了　平成21年６月30日
着手　平成21年４月28日
竣工　平成21年６月30日
着手　平成21年４月28日
竣工　平成21年５月21日

φ13量水器取替142箇所、φ20
量水器取替28箇所、φ25量水器
取替3箇所、φ40量水器取替1箇
所、φ50量水器取替2箇所

随意契約
（2社）

佐久浄水場ろ過池砂洗浄委託業
務

着手　平成21年４月27日
完了　平成21年５月25日ろ過池砂洗浄2基 随意契約

（1社）

㈱中川水道

農業集落排水事業機能強化計画
樹立委託業務

着手　平成21年４月27日
完了　平成22年１月28日機能強化事業採択に向けた計画作成 随意契約

（1社）

㈱中川水道

森林環境保全整備事業　平成21
年度　町有林除間伐（春）工事

着手　平成21年４月27日
竣工　平成21年５月20日

中川町が管理する町有林23.32haについて除
伐を実施することで、植栽木の成長を促進する。

随意契約
（1社）

北海道土地改良
事業団体連合会

森林公園及び見晴公園維持管理
委託業務

着手　平成21年５月１日
完了　平成21年12月15日森林公園、見晴公園　維持管理一式 指名競争入札

（3社）

上川北部
森林組合

社会体育施設維持管理委託業務 着手　平成21年５月１日
完了　平成21年12月15日

野球場、トレセン周辺環境整備
（冬囲い、草刈り剪定など）

指名競争入札
（3社）

㈱佐藤工建

町営牧場隔障物維持管理委託業
務（1群）

着手　平成21年５月１日
完了　平成21年５月25日

隔障物維持管理委託
外柵20,193ｍ 内柵1,146m

指名競争入札
（5社）

㈱佐藤工建

町営牧場隔障物維持管理委託業
務（2群）

着手　平成21年５月１日
完了　平成21年５月25日

隔障物維持管理委託
外柵15,359ｍ 内柵853m

指名競争入札
（5社）

㈲佐藤組

町営牧場隔障物維持管理委託業
務（4群）

着手　平成21年５月１日
完了　平成21年５月25日

隔障物維持管理委託
外柵27,663ｍ 内柵627m

指名競争入札
（5社）㈲加藤造園

吉川組

平
成
21
年
度　

中
川
町
人
づ
く
り
研
修
を
募
集
し
ま
す

平
成
21
年
度　

中
川
町
人
づ
く
り
研
修
を
募
集
し
ま
す

中
川
町
の
民
生
委
員
児
童
委
員
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行事やイベント、身近な話題をご紹介します。

新入生を迎えて
　この春、小学校に入学した男子５名と女子６名
は、６年生と手をつないで入場し、２年生から６
年生までが劇やクイズなどで学校生活を楽しくわ
かりやすく紹介しました。最後に、１年生が画用
紙に書いた大きな名刺で自己紹介をし、小学生の
仲間入りをしました。

　子育て支援センター「まめちょ」で行われたク
ッキーづくりでは、生地をこねたり型を抜いたり
と、小さな子どもたちもお母さんといっしょに楽
しみながら調理をしました。

4/30

小さな手で一生懸命
5/13

に
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
て

い
た
だ
け
る
事
業
所
を
消
防
団
協
力

事
業
所
と
し
て
認
定
し
、
「
表
示
証
」

を
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
中
川
消
防
支
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
川
消
防
支
署

　
　
　
　
　
　
　

☎
7
|
2
1
1
9

　

平
成
21
年
か
ら
始
ま
っ
た
上
川
北

部
消
防
事
務
組
合
の
「
消
防
団
協
力

事
業
所
表
示
制
度
」
に
認
定
さ
れ
た

協
力
事
業
所
に
表
示
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
川
町
内
の
事
業
所
で
は
、
3
月

に
名
寄
市
役
所
で
上
川
北
部
消
防
事

務
組
合
の
島
多
慶
志
管
理
者
か
ら
3

事
業
所
に
、
4
月
に
は
中
川
町
役
場

で
7
事
業
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

と
は
、
消
防
団
員
が
勤
務
す
る
事
業

所
な
ど
で
、
従
業
員
が
消
防
団
活
動

•
株
式
会
社
常
盤
天
塩
川
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

菊
地
広
幸　

様

•
か
た
や
ま
測
量
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

片
山
峯
輝　

様

•
天
塩
川
工
業
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

今
野　

强　

様

•
株
式
会
社
中
川
水
道

　
　

代
表
取
締
役　

荒
谷
昭
良　

様

•
株
式
会
社
中
川
阿
部
建
設

　
　

代
表
取
締
役　

吉
田　

寛　

様

•
有
限
会
社
匠
舎

　
　

代
表
取
締
役　

笹
森
弘
志　

様

•
名
寄
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

　

天
塩
川
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場

　
　

代
表
取
締
役　

中
山
泰
英　

様

•
遠
藤
工
業
有
限
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

遠
藤
勝
幸　

様

•
お
し
ゃ
れ
シ
ョ
ッ
プ
は
し
ば

　
　
　
　
　

代
表　

橋
場
享
二　

様

•
野
瀬
理
容
院　
　

野
瀨　

誠　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
順
不
同

これまでに表示証を交付させていただいた中川町内の事業所



　

特
定
受
給
資
格
者
に
当
た
ら
な
い

方
で
も
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働

契
約
が
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ
っ
て
離

職
さ
れ
た
方
（
特
定
理
由
離
職
者
）

は
、
基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件
と

し
て
離
職
日
以
前
の
2
年
間
に
被
保

険
者
期
間
が
通
算
し
て
12
ヶ
月
必
要

な
と
こ
ろ
、
離
職
日
以
前
の
1
年
間

に
被
保
険
者
期
間
が
通
算
し
て
6
ヶ

月
以
上
あ
れ
ば
受
給
資
格
を
満
た
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
特
定
理
由
離
職
者
」
に
当
た
る

の
は
、
①
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働

契
約
の
期
間
が
満
了
し
、
か
つ
、
そ

の
労
働
契
約
の
更
新
が
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
離
職
さ
れ
た
方
、
②
正
当
な

理
由
の
あ
る
自
己
都
合
に
よ
り
離
職

さ
れ
た
方
、
の
い
ず
れ
か
で
、
受
給

資
格
の
た
め
の
離
職
日
が
平
成
21
年

3
月
31
日
以
降
の
方
が
対
象
と
な
り

　

平
成
21
年
3
月
31
日
か
ら
、
雇
用

保
険
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

短
時
間
労
働
者
や
派
遣
労
働
者
の

方
へ
の
雇
用
保
険
の
適
用
基
準
を
緩

和
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
1
年
以

上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る
こ
と
が
必

要
で
し
た
が
、
6
ヶ
月
以
上
の
雇
用

見
込
み
が
あ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
4
月
1
日
以
降
に
、
改

正
後
の
適
用
基
準
を
満
た
す
労
働
者

を
雇
い
入
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
労

働
者
に
対
す
る
雇
用
保
険
被
保
険
者

資
格
取
得
届
を
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
4
月
1
日
よ
り

前
か
ら
勤
務
し
て
い
る
労
働
者
で
も
、

平
成
21
年
4
月
1
日
以
降
に
適
用
基

準
を
満
た
す
こ
と
と
な
っ
た
と
き
に

は
、
そ
の
労
働
者
に
対
す
る
雇
用
保

険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
を
管
轄
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

雇
用
保
険
の
適
用
範
囲
が

拡
が
り
ま
し
た

再
就
職
が
困
難
な
方
へ
の

給
付
日
数
が
延
長
さ
れ
ま

す

再
就
職
手
当
の
給
付
率
が
、

支
給
残
日
数
が
所
定
給
付
日

数
の
3
分
の
2
以
上
の
と
き

は
50
％
に
、
3
分
の
1
以
上

の
と
き
は
40
％
に
な
り
ま
し

た常
用
就
職
支
度
手
当
の
給
付

率
が
40
％
に
な
り
、
支
給
対

象
者
が
、
再
就
職
し
た
日
に

40
歳
未
満
で
同
じ
事
業
主
に

雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険
者

と
し
て
一
定
期
間
継
続
し
て

雇
用
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
方

な
ど
と
な
り
ま
し
た

育
児
休
業
給
付
金
を
育
児
休

業
中
に
全
額
受
け
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
給

付
率
の
引
き
上
げ
が
、
当
分

の
間
、
延
長
さ
れ
ま
す

雇
用
保
険
料
率
が
、
平
成
21

年
度
に
限
っ
て
0
．4
％
引
き

下
げ
ら
れ
、
労
働
者
の
負
担

が
0
．4
％
と
な
り
ま
し
た

雇
い
止
め
と
な
っ
た
非
正

規
労
働
者
に
対
す
る
基
本

手
当
の
受
給
資
格
要
件
を

緩
和
し
、
所
定
給
付
日
数

を
拡
充
し
ま
し
た

ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働

契
約
が
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

離
職
さ
れ
た
方
は
、
基
本
手
当
の
所

定
給
付
日
数
が
特
定
受
給
資
格
者
と

同
様
に
手
厚
く
な
り
ま
し
た
。
受
給

資
格
の
た
め
の
離
職
日
が
、
平
成
21

年
3
月
31
日
か
ら
平
成
24
年
3
月
31

日
ま
で
の
間
の
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を

締
結
す
る
と
き
に
労
働
契
約
が
更
新

さ
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
の
更
新
が
さ

れ
ず
に
離
職
さ
れ
た
方
は
、
雇
用
期

間
が
1
年
未
満
で
あ
れ
ば
特
定
受
給

資
格
者
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
雇

用
期
間
が
1
年
未
満
と
い
う
要
件
を

緩
和
し
、
雇
用
期
間
が
1
年
以
上
で

も
該
当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
合
、
受
給
資
格
の
た
め
の
離

職
日
が
、
平
成
21
年
3
月
31
日
以
降

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
で
離
職
さ
れ
た

方
（
特
定
受
給
資
格
者
）
や
期
間
の

定
め
の
あ
る
労
働
契
約
が
更
新
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
離
職
さ
れ
た

方
で
、
左
の
①
〜
③
の
ど
れ
か
に
当

て
は
ま
る
方
が
、
特
に
再
就
職
が
困

難
だ
と
公
共
職
業
安
定
所
長
が
認
め

た
と
き
は
、
給
付
日
数
が
60
日
分
延

長
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
被
保
険
者

だ
っ
た
期
間
が
通
算
し
て
20
年
以
上

あ
り
、
所
定
給
付
日
数
が
2
7
0
日

ま
た
は
3
3
0
日
あ
る
方
は
、
30
日

分
の
延
長
と
な
り
ま
す
。

①
受
給
資
格
の
た
め
の
離
職
日
で
45

　

歳
未
満
の
方

②
雇
用
機
会
が
不
足
し
て
い
る
と
指

　

定
す
る
地
域
に
居
住
す
る
方

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
再
就
職
支
援
を

　

計
画
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
認

　

め
ら
れ
た
方

（
①
②
は
、
基
本
手
当
の
受
給
中
に

積
極
的
で
熱
心
に
求
職
活
動
を
し
て

い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
労
働
局
職
業
安
定
部

　

職
業
安
定
課
雇
用
保
険
第
一
係

　

☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
3
1
1

　
　
　
　
　
　

（
内
線
3
6
7
6
）
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雇
用
保
険
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
し
た

雇
用
保
険
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
し
た



こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
裁
判
所
は
、
辞
退

が
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ
る
か
ど

う
か
、
公
平
な
裁
判
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
な
特
別
な
事
情

が
あ
る
か
な
ど
を
判
断
し
、
辞
退

な
ど
が
認
め
ら
れ
た
方
以
外
の
裁

判
員
候
補
者
の
中
か
ら
、
く
じ
で

6
人
の
裁
判
員
を
選
び
ま
す
。

　

裁
判
員
候
補
者
や
裁
判
員
と
し

て
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
日
当
と
交
通
費
を
お
支

払
い
し
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
が
裁

判
所
か
ら
遠
い
な
ど
の
理
由
で
宿

泊
が
必
要
な
と
き
は
、
宿
泊
料
も

お
支
払
い
し
ま
す
。

　

裁
判
員
候
補
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
や
生
活
の
平
穏
を
守
る
た
め
、

裁
判
員
候
補
者
に
な
っ
た
こ
と
を

公
に
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
公
に
す
る
」
と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
公

表
す
る
な
ど
、
裁
判
員
候
補
者
に

な
っ
た
こ
と
を
不
特
定
多
数
の
人

が
知
り
え
る
状
態
に
す
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。
休
暇
を
と
っ
た
り
、

相
談
を
し
た
り
す
る
た
め
に
会
社

の
上
司
や
同
僚
、
家
族
に
話
を
し

た
り
、
書
類
を
見
せ
る
こ
と
は
ま

っ
た
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
裁
判
員
制
度
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、
裁
判

員
制
度
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

庶
務
係

☎
0
1
6
6
―
5
1
―
6
2
5
5

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://www.saibanin.

　

courts.go.jp/

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://www.courts.go.jp/

5
月
21
日
か
ら
裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

5
月
21
日
か
ら
裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

裁
判
員
裁
判
の
対
象
と
な
る
の

は
、
国
民
の
関
心
が
高
い
一
定
の

重
大
な
犯
罪
に
関
す
る
第
一
審

（
地
方
裁
判
所
）
の
刑
事
訴
訟
事

件
で
す
。
例
え
ば
、
殺
人
罪
や
強

盗
が
人
を
死
な
せ
た
り
け
が
を
さ

せ
る
強
盗
致
死
傷
罪
、
人
の
住
居

な
ど
に
放
火
す
る
現
住
建
造
物
等

放
火
罪
な
ど
の
事
件
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
事
件
が
起
訴
さ
れ
、

裁
判
の
日
程
が
決
ま
っ
た
段
階
で
、

地
方
裁
判
所
は
、
昨
年
の
秋
に
作

成
し
た
裁
判
員
候
補
者
名
簿
の
中

か
ら
、
そ
の
事
件
の
裁
判
員
候
補

者
を
く
じ
で
選
び
ま
す
。
く
じ
で

選
ば
れ
た
裁
判
員
候
補
者
の
方
々

に
は
、
裁
判
員
を
選
ぶ
手
続
き

（
選
任
手
続
）
の
日
に
裁
判
所
に

お
越
し
い
た
だ
く
た
め
の
お
知
ら

せ
を
、
選
任
手
続
の
日
の
6
週
間

前
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。
裁
判

員
候
補
者
の
方
々
に
は
、
あ
わ
せ

て
質
問
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

広
く
国
民
の
参
加
を
得
て
そ
の

良
識
を
裁
判
に
反
映
さ
せ
る
と
い

う
裁
判
員
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
法

律
上
、
裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
義

務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
著
し
く

大
き
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、

法
律
や
政
令
で
は
辞
退
を
申
し
出

る
こ
と
が
で
き
る
事
由
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

質
問
票
で
は
、
裁
判
が
行
わ
れ

る
日
程
を
前
提
に
、
裁
判
員
と
な

る
こ
と
を
辞
退
す
る
申
し
出
の
有

無
や
そ
の
事
情
な
ど
を
お
尋
ね
し

ま
す
。
質
問
票
に
書
か
れ
た
内
容

か
ら
、
辞
退
事
由
に
当
た
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
裁
判
所
は
、

事
前
に
辞
退
を
認
め
、
選
任
手
続

の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
裁
判
所
ま
で

お
越
し
い
た
だ
か
な
く
て
も
よ
い

よ
う
に
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
辞

退
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の

理
由
と
な
る
事
情
を
で
き
る
だ
け

具
体
的
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

質
問
表
で
は
辞
退
を
申
し
出
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

　

な
お
、
質
問
票
で
は
辞
退
の
申

し
出
を
し
な
か
っ
た
方
が
、
選
任

手
続
の
日
の
直
前
に
な
っ
て
、
急

な
体
調
不
良
や
緊
急
の
用
事
で
、

ど
う
し
て
も
裁
判
所
に
お
越
し
い

た
だ
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
と
き
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、

速
や
か
に
選
任
手
続
期
日
の
お
知

ら
せ
（
呼
出
状
）
を
お
送
り
し
た

裁
判
所
ま
で
、
電
話
な
ど
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

選
任
手
続
の
当
日
は
、
裁
判
員

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
事
件

の
概
要
を
ご
説
明
し
、
被
告
人
や

被
害
者
と
知
り
合
い
か
ど
う
か
な

ど
、
公
平
な
裁
判
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
よ
う
な
特
別
な
事
情
が

あ
る
か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
ま
た
、

改
め
て
、
辞
退
の
希
望
に
つ
い
て

も
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、
こ
の
段

階
で
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
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事
前
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
た
裁

判
員
候
補
者
以
外
の
方
は
、
選

任
手
続
の
日
に
裁
判
所
に
お
越

し
く
だ
さ
い

裁
判
員
候
補
者
に
な
っ
た
こ
と

を
公
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
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「
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の

履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」

が
平
成
21
年
10
月
1
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
以
降
に
引
き

渡
す
住
宅
は
、
保
険
か
供
託
が
必

要
で
す
。
特
に
、
保
険
は
工
事
中

に
検
査
を
行
う
た
め
、
着
工
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
準

備
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
川
町
役
場
経
済
課
環
境
整
備
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
5

　

平
成
21
年
10
月
1
日
以
降
に
引

き
渡
さ
れ
る
住
宅
に
は
、
法
律
に

よ
り
、
事
業
者
に
保
険
か
供
託
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
住
宅
を
購

入
さ
れ
る
際
は
、
そ
の
住
宅
が
き

ち
ん
と
保
険
や
供
託
の
措
置
を
と

ら
れ
て
い
る
か
忘
れ
ず
に
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
川
町
役
場
経
済
課
環
境
整
備
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
―
2
8
1
5

　

確
定
申
告
を
提
出
し
た
後
で
計

算
誤
り
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
は
、

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
確
定
申
告
す
る
こ
と
を
忘
れ

て
い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と

き
　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

に
気
づ
い
た
と
き
は
、
「
更
正
の

請
求
」
を
し
て
正
し
い
税
額
へ
の

訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
内
容
が
正
当
と
認
め
ら
れ
た

と
き
は
、
正
し
い
税
額
に
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

更
正
の
請
求
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
所
轄
の
税
務
署
長
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
更
正
の
請

求
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、

原
則
と
し
て
、
確
定
申
告
書
の
提

出
期
限
か
ら
1
年
以
内
で
す
。

◆
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た

と
き

　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ

と
に
気
づ
い
た
と
き
は
、
「
修
正

申
告
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修

正
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
修
正

申
告
に
よ
っ
て
新
た
に
納
め
る
税

額
は
、
修
正
申
告
書
を
提
出
す
る

日
（
納
期
限
）
ま
で
に
延
滞
税
と

あ
わ
せ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

修
正
申
告
書
に
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
所
轄
の
税
務
署
長
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
修
正
申
告
書

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

税
務
署
か
ら
更
正
を
受
け
る
ま

で
は
い
つ
で
も
手
続
き
が
で
き
ま

す
が
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
納
め

る
税
額
に
は
、
法
定
納
期
限
（
平

成
20
年
分
の
所
得
税
は
平
成
21
年

3
月
16
日
）
の
翌
日
か
ら
納
付
す

る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞

税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
修
正
申
告
を
す
る
と
き
や
、

税
務
署
長
が
更
正
を
行
う
と
き
に

は
、
新
た
に
加
算
税
が
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◆
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
確
定
申
告
す
る
こ
と

を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
確
定
申

告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
告
を

「
期
限
後
申
告
」
と
い
い
ま
す
。

期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
申
告
を

し
な
い
た
め
に
税
務
署
か
ら
決
定

を
受
け
た
り
す
る
と
、
加
算
税
が

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

期
限
後
申
告
に
よ
っ
て
納
め
る
税

額
は
、
申
告
書
を
提
出
す
る
日

（
納
期
限
）
ま
で
に
延
滞
税
と
あ

わ
せ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
寄
税
務
署

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
2
1
5
7

　

労
働
保
険
年
度
更
新
の
時
期
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
21

年
度
か
ら
年
度
更
新
の
時
期
が
6

月
1
日
か
ら
7
月
10
日
ま
で
に
変

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
年
度
更
新
は
、

年
1
回
、
労
働
保
険
の
申
告
や
納

付
を
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
自
主
的

に
行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
そ

の
申
告
事
務
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
事
業
主
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◆
日
時　

6
月
17
日（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

◆
場
所　

名
寄
市
民
文
化
セ
ン
タ

　

ー
（
名
寄
市
西
13
条
南
4
丁
目
）

◆
対
象
市
町
村　

名
寄
市
、
下
川

　

町
、
美
深
町
、
音
威
子
府
村
、

　

中
川
町

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
寄
労
働
基
準
監
督
署
第
三
課
徴

収
係

☎
0
1
6
5
4
―
2
―
3
1
8
6

　

札
幌
市
国
税
局
で
は
、
税
務
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
税
務
職
員
は
、

人
事
院
が
行
う
国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
（
税
務
）
試
験
の
最
終
合
格

者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格

　

昭
和
63
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

　

4
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

◆
試
験
の
程
度

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

◆
申
込
期
間

　

6
月
23
日（
火
）〜
30
日（
日
）

◆
申
込
先

　

〒
0
6
0
―
0
0
4
2

　

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁
目

　

人
事
院
北
海
道
事
務
局

　

☎
0
1
1
―
2
4
1
―
1
2
4

　

8
◆
試
験
お
よ
び
合
格
発
表
日
程

お 知 ら せ

建
設
業
者
、
宅
地
建
物
取

引
業
者
の
皆
様
へ
、
保
険

な
ど
の
準
備
は
お
済
み
で

す
か
？

税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い

た
と
き
は
訂
正
を
お
願
い

し
ま
す

住
宅
を
購
入
さ
れ
る
皆
様

へ
、
保
険
や
供
託
の
確
認

を
お
忘
れ
な
く

労
働
保
険
年
度
更
新
事
務

説
明
会
が
開
か
れ
ま
す
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第
一
次
試
験

　
　

9
月
6
日（
日
）

　

第
一
次
試
験
合
格
発
表
日

　
　

10
月
8
日（
木
）

　

第
二
次
試
験

　
　
10
月
15
日（
木
）か
ら
22
日（
木
）

　
　

ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
1
日

　

最
終
合
格
者
発
表
日

　
　

11
月
11
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

札
幌
国
税
局
人
事
第
2
課
採
用
担

当☎
0
1
1
―
2
3
1
―
5
0
1
1

　
　
　
　
　
　
　

内
線
2
3
1
5

　

上
川
支
庁
で
は
、
公
共
工
事
現

場
の
ほ
か
、
会
社
な
ど
を
訪
問
し

て
ダ
ン
プ
な
ど
の
燃
料
抜
き
取
り

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
燃
料
店
を
訪

問
し
、
不
審
な
配
送
が
行
わ
れ
て

い
な
い
か
確
認
調
査
も
実
施
し
ま

す
。
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱
税

行
為
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
環
境

汚
染
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
も

た
ら
す
重
大
な
犯
罪
で
す
。
「
売

ら
な
い
」
「
買
わ
な
い
」
「
使
わ

な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
不
正

軽
油
の
撲
滅
に
向
け
た
取
り
締
ま

り
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

　

不
正
軽
油
を
追
放
す
る
た
め
、

「
ダ
ン
プ
や
ト
ラ
ッ
ク
の
燃
料
に

灯
油
や
重
油
を
使
っ
て
い
る
」

「
倉
庫
や
納
屋
な
ど
、
不
審
な
場

所
に
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
出
入
り

し
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
情
報

に
つ
い
て
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
1
1
0
番

　

0
1
2
0
―
9
7
1
―
1
9
1

【
問
い
合
わ
せ
先
】

上
川
支
庁
地
域
振
興
部
課
税
課
間

税
係

☎
0
1
6
6
―
4
6
―
5
9
2
9

　

北
海
道
は
、
全
国
平
均
に
比
べ
、

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
が
低
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
の

新
緑
の
季
節
で
あ
り
、
気
候
も
穏

や
か
で
心
地
よ
い
こ
の
時
期
に
、

年
次
有
給
休
暇
の
制
度
や
趣
旨
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
取
得
促
進

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
は
、
労

働
者
の
健
康
確
保
と
生
活
の
充
実

に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
企
業

に
と
っ
て
も
、
勤
労
意
欲
の
回
復

や
生
産
性
の
向
上
な
ど
、
大
き
な

意
味
を
も
ち
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
や
介
護
な
ど
、
働
く
人
た
ち
の

間
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
た

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
有
能
な
人

材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
の
た
め

に
も
、
年
次
有
給
休
暇
が
と
り
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
み
ん
な
で
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督

課☎
0
1
1
―
7
0
9
―
2
3
1
1

　
　
　
　
　
　
　

内
線
3
5
3
3

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
仕
事

に
つ
い
て
、
困
っ
た
こ
と
や
要
望

が
あ
る
と
き
に
、
そ
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
な
ど
を
聞
い
て
、
公
正

で
中
立
な
立
場
に
立
っ
て
解
決
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
市
区
町
村
に
は
、
行
政

相
談
委
員
法
に
基
づ
い
て
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
行
政
相

談
委
員
」
が
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

◆
行
政
相
談
委
員
が
変
わ
り
ま
し

た
　

平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で
行
政

相
談
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
い
た

𠮷
田
髙
夫
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
4

月
1
日
か
ら
石
井
則
男
さ
ん
が
行

政
相
談
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
あ
な

た
と
国
政
と
の
パ
イ
プ
役

で
す

6
月
は
北
海
道
の
年
次
有

給
休
暇
取
得
促
進
月
間
で

す

7
月
は
「
不
正
軽
油
防
止

月
間
」
で
す
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中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
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町の人口
（4月30日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,893人（＋３）

938人（±０）

955人（＋３）

907戸（－１）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　幼児センターと中央小学校で交通安全教室が行
われ、横断歩道や信号のある場所での道路の渡り
方や自転車の安全な乗り方を学びました。
　また、中央小学校の6年生には「中央小学校交
通安全指導員」が委嘱され、自分たちが交通ルー
ルを守ること、下級生に交通安全指導を行うこと
を約束しました。
　これからの季節は、子どもたちが外で遊ぶ機会
が多くなります。子どもたちの安全確保にご協力
をお願いします。

　中央小学校4年生が、小学
校の「げんきの森」に植えら
れた実のなる木の冬囲いを外
しました。トチやクリなどの実
のなる木は、冬が来る前に植
え付けと冬囲いをしたもので
す。厳しい冬を越えられるよ
うに丹精こめて手入れをした
苗が、しっかりと芽吹いた姿
に歓声があがりました。

道路ではルールを守って
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